


先生、内反が出て困るんです
①内反ってなんですか？ 

②なぜ内反が起こるんですか？原因は？ 

③どこの筋肉の問題ですか？ 

④どうしたら良くなるんですか？

この４つを説明してください！！



内反って何？症状？
内反そのものは病気でも症状でもなく、足部の運動方向を表す言葉

外反内反

患者：内反に困ってて

↓

内反は本来、健常者にも存在する正常な運動

では、脳卒中になると、 
なぜ本来コントロールできるはずの 

内反がコントロールできなくなるのか？



なぜ、内反が起こるのか？
脳から筋肉への指令がうまく調整できなくなり、 

足を内側に傾ける力と外側に戻す力のバランスが崩れるから
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なぜ、内反が起こるのか？



内外反に関わる筋肉



運動前野→基底核→小脳

皮質脊髄路 網様体路

脊髄の運動回路
運動ニューロン・介在ニューロン・伸長反射

内反方向への筋活動 外反方向への筋活動

目的にあった足の向きが調整できる

なぜ内反が起こらないの？
内反が起こる原因



バランスが崩れるって？
どうバランスが崩れるの？

運動前野→基底核→小脳

皮質脊髄路 網様体路

脊髄の運動回路
運動ニューロン↑・介在ニューロン・伸長反射↑

内反方向への筋活動↑ 外反方向への筋活動↓

目的にあった足の向きが調整できる❌

❌

連合反応 
共同運動

内反が起こる原因



バランスが崩れるって？
どうバランスが崩れるの？













後脛骨筋が働いたらだめ？
前脛骨筋は「背屈＋内反」、後脛骨筋は「底屈＋内反」に作用

背屈方向に動くが、同時に内反する。 
特に腓骨筋群の活動不足が関係する。 

内反を強めながら、 
底屈方向にも作用するため、 
背屈運動を妨げる可能性がある。

前脛骨筋が優位な場合 後脛骨筋も過剰活動する場合

前脛骨筋と後脛骨筋が同時に過剰活動すると、背屈と底屈の力が打ち消し合う一方、 
内反方向の力は重る。そのため、足関節が中間位付近でも強い内反を示す

























ここまでのパターン

力のバランス：内反側と外反側のどちらが相対的に強いか 

タイミング：活動の開始・終了が揃っているか 

筋活動の組み合わせ：動かそうとしていない筋まで同時に働くか 

足趾との分離：足首と足趾を分けて動かせるか 

可動域：筋活動とは別に、硬さによって動きが制限されているか 
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この４つを説明してください！！

→内反自体は正常でも起こる

→上位運動ニューロン障害に伴う麻痺・痙性・連合反応・共同運動

→前・後脛骨筋、長短腓骨筋　その他の不要な筋肉
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→上位運動ニューロン障害に伴う麻痺・痙性・連合反応・共同運動

→前・後脛骨筋、長短腓骨筋　その他の不要な筋肉

→前・後脛骨筋、長短腓骨筋への麻痺・痙性・連合反応・共同運動アプローチ


